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－今後 1年間の運動方針を決定－ 
  

航空連は９月５日、第４１回定期総会をハイブリット（対面

参加＋オンライン）で開催しました。総会では、過去１年間の

活動総括と今後１年間の運動方針、第４０期決算と第４１期予

算、さらには当面する２６年末闘争の日程について、全会一致

で決定しました。 

 活動報告では、３年連続で１万円を超えるベースアップを勝

ち取ったことに加え、職場施設の改善や熱中症対策など、職場

環境の改善が着実に前進したことが報告されました。各労組か

らも、それぞれの職場での具体的な取り組みや成果が共有され

ました。 

ＣＣＵからは、航空連の統一春闘アンケートに寄せられた客

室乗務員のハラスメントに関する声を交渉に活かしたことや、

新議長に選出された熊耳景太議長    ＦＲＭ（疲労リスク管理）の基準づくりに向けて航空局に要請を

行った経過が報告されました。 

外航のＴＧ労組から、賃上げ状況とともに、中東情勢の影響を受け変化した旅客動向について報告があり

ました。ＥＫ労組からは、エミレーツ航空の２５年度決算が過去最高を記録したこと、米国とイスラエルに

よるイラン攻撃によって受けた運航への影響が、通常の状態に戻りつつあることが報告されました。  

奄美航空労組からは人員不足の状況、中日

本ヘリ整労組からはヘリコプター業界での整

備士不足について報告されました。ＪＧＳ労

組、ＪＧＳ大阪労組、ＪＧＳ九州労組の各労

組からは、賃上げや職場要求の前進により職

場環境が改善したことに加え、新たな課題と

して低い退職金問題が報告されました。 

スカイネットワークからは、非正規労働者

の組織化の困難さが、ＮＡＦＣＯ労組からは

春闘・夏闘での賃上げの成果とともに、成田空港拡張に向けた人員問題が提起されました。 

一方、後を絶たない不安全や不具合事例と背景についても報告されました。総会では、継続した賃上げ、

安全・安心、公共性を重視し、働く者が安心して働き続けられる、持続可能な航空産業の実現に向け取りで

いくことを確認しました。                          
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